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■研究課題名

 トランスジェニックニワトリ作製のための生殖工学的基礎研究

■研究の目的
本研究では、安全だが染色体への組込み効率の悪い化学的遺伝子導入法に、レトロウイルスの持つインテグレーショ
ン（宿主染色体への遺伝子挿入）機能を付与し、両者の長所を生かしたハイブリッドである「擬似ウイルス」を作製す
る。さらにこれを用いてトランスジェニックニワトリ作製にまつわる種々の問題を克服し、抗体など複数の遺伝子によ
りコードされる有用タンパク質を卵白へ生産させる新たな方法の実用化をはかることを最終目標とする。

■研究項目・実施体制（◎は研究を総括する者（研究代表者））
①レトロウイルスのDNAインテグレーションメカニズムに関する研究

 （◎飯島信司／名古屋大学大学院工学研究科）
②レトロウイルスサイレンシングメカニズムの解明
（◎飯島信司／名古屋大学大学院工学研究科）

③擬似ウイルスの作製
（三宅克英／名古屋大学大学院工学研究科）

④始原生殖細胞や受精卵の試験管内培養とトランスジェニックニワトリの作製
（西島謙一／名古屋大学大学院工学研究科）

■研究の内容・主要な成果
①レトロウイルスインテグラーゼを用いて作製した擬似ウイルスは遺伝子導入された培養細胞の20-50％に遺伝子を挿
入できた。

②レンチウイルスベクターを用いたトランスジェニックニワトリ作製法の基盤を確立した。
③擬似ウイルスをニワトリ始原生殖細胞に導入し、実用頻度でトランスジェニック後代を得られる可能性が高まった。
④ガラクトース転移酵素導入ニワトリにより目的タンパク質の活性発現に重要な糖鎖構造を改善した。

■今後の展開方向・見込まれる波及効果
①トランスジェニックニワトリによる医薬品生産技術の革新
②インフルエンザ耐性ニワトリの作製及び他の家畜の効率的育種
③病態モデル動物として有望なトランスジェニックマウス・ラット作製効率の飛躍的向上

■公表した主な特許・論文
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④K Nishijima, S Iijima et al. “Production of transgenic chickens from purified primordial germ cells infected with a lentiviral 

vector.”  Journal of Bioscience and Bioengineering, 109, 315-321 (2010).
⑤2008-223490．“トランスジェニック鳥類及びその作製法、並びにタンパク質の生産法．”出願人：国立大学法人名古
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